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「     |∫(υ)一 N(2)(ν)|<ε
を得る.また,(2.1)より,η≧Ⅳ(π)に対して





Ω (た ∈Mが存在し,び(″1,δ(″1)),び(Z2,δ("2)),…・ び(″た,δ(″λ))によっ
て Ωが被覆される。 そのとき,任意のz∈Ωに対して,自然数 η ≧
m表(N(″1),N(″2),一,N(a))に対し,
|∫(Z)―九(Z)|<ε























































































































得る。                         □











































































となる。よって,三角不等式を用いると,任意の π,π≧Ⅳ に対 して ,




































































た                た
= hm ΣE硫,,4,ぅ+hm ΣE4,,4,を
,=1            う=1
=鳳
(1:ら4,十を4‐4″)
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また,





う=1         ヽ











となり,(ii)が成立つ。                    □
補題 3.5関数∫∈Q(Rd)は一辺の長さ″の立方体にsupp∫が含まれる ・
ものとする.そのとき,
IC)(aノOJ≦郡げOrd   oo〔
が成立つ.










より成立つ。                         □
















































































































































































Rtt         Rd
が成立つ。



























(″)a“  、       (4.2)
である。また,定理2.11より,{%}π∈N⊂Jfsttd)である。よって,(i)
より
‐ Sup(I)フ〔d gπ(″)a"==/∫(・)d・11/∫(π)απ        (4.3)




悸    Ra
が成立つ。
また,ノ∈Jfs(Ra)のときも同様に示されるので,主張が成立う。 □
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補題4.3 (i)関数∫,g:Rd→R∪{土∞)とする。そのとき,
ル胴+ズ→ルギ胸あ+ルのあ,


















‐    =た∴肌(囀F)(スリαπ+σ」θ魁(mば)スピJO酵
= /∫(″》陽二十/g(″ン″
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定義4.6関数∫:Rd→R∪{土∞}は,
一αD</∫(″》腸=/∫(αンπ<CЮ
*         R`













































π        m
Σ %づJん,Σ%`Jιぅの極限をとったときの値が一致したとき,その値






























































証明 レ予し,予‰ ⊂RdをΩを含む立方体とする。ノはリー マン積分可能な
ので,任意のε>0に対して,ψ≦ノ≦ψで,
ΣC・″ιぅ一Σ%をうo<ε



























































れ         れ
ΣヴヴーΣ物・%`≧1




































































































































































次に,(″)■d∫(″ル <∞であるとき,∫∈助 (Rd)なので,補題 4.2
(ii)より,
一α)</ノ(π》b=/∫(・ンπ<CЮ
Rtt         Ra
が成立つ。従って,ノはルベーグ積分可能である。
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を得る。従って補題4.9より,sup{A,ん},inf{A,ん}もルベーグ積分可




















































































































″<∞            、
Rd
ならば,∫はほとんどいたるところ有限である。

















































が成立つ。                          □
















証明 m∈Nとする.定理 4.4と補題 4。3(i)より,
/1∫(″)一Jm(″)rb = /E {九+1(″)一ニズ″)}&
R`                   Rd
< ,]lJ!五+1(″)― j偽(・)}απ
:             =  lim/{九
+1(・)一∫m(π)}あ
Rd
= 鳳 /九(″》b一/=m(.)陽   (6.1)
Rd         Rd













































































































































































































































































































































































η=1     れ=1


































れ∈N                                   /    を<π
とで同様に示される。                     □










(dtt「九OαZ≦電 Jズd九OαZ  :
が成立つ。同様に,可積分関数G:Rd→R∪{士∞}が存在して,任意の

























η―)(Ю                     '>π






























liln inf(a九(・)α″ = littpスd'Ъ(″)απ






































































































































































































































`     虐L九(″)=ん(・)
θ(ν)=4∫(・,υ)dC
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である。(i),(iii)より,定理6.5の仮定が満たされるので,















































































































































はルベーグ積分可能である。                  □
系7.6関数∫:Rd→R∪{土∞)が可測であり,|∫|がルベーグ積分可能
であるとする.′ そのどき;∫はルベーグ積分可能である:
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例 関数∫:Ю,」→Rを






































































































き,M>0が存在して,                  ,
V01(旦
.九)<″
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